
暑さ対策技術等の展示に係る公募要項 

 

１ 目的 

本要項は、暑熱を緩和する技術や製品（以下「暑さ対策技術等」という。）を展示し暑熱低減効果の

測定結果等を広く発信することで、暑さ対策技術等の普及促進を図るため、その展示を東京都環境局

（以下「環境局」という。）と共同で実施する事業者を公募するものです。 

 

２ 本事業の概要 

（１）本事業の名称 

暑さ対策技術等の展示 

（２）本事業の概要 

① 暑さ対策技術等の展示、アンケートの実施及び撤去 

事業実施者（６（２）①により提案が採択された旨の通知を受けた事業者をいう。以下同じ。）

は、②アの展示場所に同イの期間中暑さ対策技術等を展示します。また、当該期間の終了後、展

示物を撤去します。なお、アンケート内容は、環境局と協議の上、決定することとします。 

② 展示場所、期間等 

ア 暑さ対策技術等を展示する場所 

環境局が指定するイベント会場（以下「展示会場」という。） 

具体的な展示場所は、環境局が指定します。また、展示場所の面積等により、設置できる暑

さ対策技術等が制限される場合があります。 

イ 暑さ対策技術等を展示する期間 

 平成３０年７月下旬の３日間程度 原則として午前１１時から午後４時まで 

ウ 展示会場における使用可能設備 

  展示会場において使用することができる電源及び給水設備は、次に掲げるとおりです。本事

業において設置等を行う暑さ対策技術等全体の使用をこれらの範囲内にする必要があります。 

 また、分電盤からの配線は事業実施者が行ってください。 

 （ア）電源 １００V・３ｋW／２００V・５ｋW まで 

 （イ）給排水設備 直径１３㎜の蛇口を１口まで 

エ 展示物の準備及び撤去の時期 

 展示物の準備及び撤去は、次に掲げる時間帯に実施することとします。 

  （ア）準備 展示期間初日の前日午後１１時から展示期間初日午前９時まで 

  （イ）撤去 展示期間最終日の午後４時から展示期間最終日翌日の午前８時まで 

   なお、車両等による搬出入を伴う準備及び撤去作業は、午後１１時から午前８時までの間に

行ってください。このうち、車両の搬入を伴う準備については、夜間作業を避けるため、特別

な理由がない場合は展示期間初日の午前７時から午前８時の間に行ってください。 

③ 効果測定の実施 

環境局は、展示会場に設置等を行った暑さ対策技術等について、気温等を測定することにより、

暑熱緩和に係る効果を測定します。なお、暑熱低減効果の測定に馴染まないものについては、効



果測定は実施しない場合があります。 

④ 費用等の負担 

  事業実施者は、①に規定する暑さ対策技術等の展示に当たり要する費用等を自ら負担します。

ただし、会場の借上費及び光熱水費については、負担する必要はありません。なお、③に掲げる

効果測定の実施に要する費用は、環境局が負担します。 

⑤ 効果測定結果等の公表 

環境局は、事業実施者の名称、③による効果測定及び①によるアンケート調査の結果を環境局

のホームページに掲載するなど、本事業の実施内容について広く周知を行います。また、事業実

施者も、本事業の実施内容を公表することができます。 

（３）本事業の進め方 

本事業の実施に当たっては、環境局及び事業実施者の間でその実施内容、方法、業務分担、費用

負担等について協定（以下単に「協定」という。）を締結します。この際、提案の内容について、調

整の上、実施場所、期間等を変更する場合があります。 

（４）本事業の実施期間 

協定を締結した日から平成３１年３月３１日まで 

（５）本事業の実施に係る条件 

 暑さ対策技術等の展示に当たっては、次表の左欄に掲げる項目に応じて当該右欄に掲げる条件（以

下「実施条件」という。）の全てを満たす必要があります。また、本事業に係る公募に当たっても、

実施条件全てを満たすことができる内容の提案としてください。 

 

① 実施場所 
来場者の移動等に支障のないよう事業会場内の環境局が指定した範囲内で

暑さ対策技術等の展示を行うこと。 

② 期間 （２）②に規定する全期間にわたり暑さ対策技術等の展示を行うこと。 

③ 技術の先進性等 

事業対象設備に使用されている技術又はその組合せが、高い暑熱低減効果が

見込まれるとともに、他に導入事例がない又は少ないなど、先進性を有した

ものであること。 

④ バリアフリー・ 

  安全性 

展示する暑さ対策技術等にあっては、その構造等が、車椅子の利用者等が事

業会場を利用する上で、支障を来すものでなく、また、転倒等の予防措置が

十分に実施されていること。また、人体に悪影響を与えないことが実証され

ており、飲食物でないこと。 

⑤ 施設の保護 

暑さ対策技術等の設置等及び撤去に当たって、事業会場内の施設を損傷しな

いよう配慮すること（アンカーボルトの設置等は不可）。施設を損傷した場

合にあっては、原状回復を行うこと。原状回復に係る費用は、事業実施者が

負担すること。 

⑥ 維持及び管理 

事業会場に設置した暑さ対策技術等の維持及び管理並びに事業会場の利用

者の安全の確保を自らの責任で実施すること。また、夜間管理や雨天等への

適切な対応を図ること。雨天時の対応はブルーシートではなく白や銀、透明

のシートを使用し、周囲の景観や施設との調和が損なわれないよう配慮する



こと。なお、（２）②の期間内のうち、展示品の搬出入時を除く夜間（午後

１０時から翌午前８時まで）の警備については、環境局が実施する。 

⑦関係法令等の遵守 

暑さ対策技術等の展示を行うに当たっては、関係法令等を確認の上遵守する

こと。法令等により広告物や企業名等の掲出ができない場合及び広告物や企

業名等の掲出が困難であると環境局が判断した場合は、法令及び環境局の判

断に従うこと。 

 

３ 公募の概要 

（１）公募の対象 

本事業において、暑さ対策技術等の展示に係る提案を公募します。なお、実施条件を満たす提案

が複数あった場合において、当該複数の提案を採択しても事業会場における展示を行う場所の範囲

の条件、２（２）②ウの使用可能設備の条件を満たす場合であれば、提案を複数採択します。 

（２）応募者の要件 

 本事業に係る公募に応募することができる者は、次に掲げる要件の全てを満たす者とします。 

① 本事業を実施することができる総合的な企画力、技術力、資金力及び経営能力を有しているこ

と。 

② 次のいずれにも該当しない者であること。 

ア 成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ないもの 

イ 暴力団（東京都暴力団排除条例（平成２３年東京都条例第５４号。以下「暴排条例」という。）

第２条第２号に規定するものをいう。） 

ウ 暴力団員等（暴排条例第２条第３号に規定する暴力団員及び同条第４号に規定する暴力団関

係者をいう。以下同じ。） 

エ 法人の代表者、役員又は使用人その他の従業者若しくは構成員に暴力団員等に該当する者が

あるもの 

（３）公募に係るスケジュール 

ア 公募期間 平成３０年５月２２日（火曜日）から同年６月１２日（火曜日）まで 

イ 審査結果通知時期 平成３０年６月下旬（予定） 

 

４ 応募手続等 

（１）提出書類 

本事業に係る公募に応募する者（以下「応募者」という。）は、次の書類のうち①及び②の書類

について、作成してください。 

作成後、正本１部（両面印刷）、副本（正本から応募者を特定できる記載（応募者名、ロゴ等）

を削除したもの）１０部（両面印刷）及び電子媒体１部（正本に添付）を提出してください。 

また、添付書類として、法人の場合は③から⑥までの書類を各１部、個人の場合は⑤及び⑥の書

類を各１部提出してください。 

① 様式１ 提案申請書 Ａ４判（縦） 

② 様式２ 提案書 Ａ４判（縦） 



③ 法人の登記事項証明書（原本） 

④ 定款又は寄附行為（写し） 

⑤ 過去３事業年度の損益計算書及び貸借対照表又はこれらに代わる書面（写し） 

⑥ 印鑑証明書（原本） 

（２）提出方法 

（３）の提出先への持込み又は郵送により提出してください。 

（３）提出先 

東京都環境局地球環境エネルギー部環境都市づくり課 

「暑さ対策技術等の展示」担当宛て 

〒１６３－８００１ 東京都新宿区西新宿二丁目８番１号東京都庁第二本庁舎 20階南側 

（４）公募期間（受付期間） 

平成３０年５月２２日（火曜日）から同年６月１２日（火曜日）まで（必着） 

※持込みによる提出の場合は、土曜日、日曜日及び祝日を除き、午前９時から午後５時までとし

ます。 

※郵送による提出の場合は、公募期間中に必着するようにしてください。 

 

５ 説明会の開催、質問の受付等 

（１）説明会の開催 

   応募者は、原則、次の日程で開催する本事業についての説明会に参加してください。特段の事情

により、説明会に参加できない応募者は、東京都環境局地球環境エネルギー部環境都市づくり課担

当まで御一報ください（０３－５３８８－３５６６）。 

   ≪説明会開催期日等≫ 

   平成３０年５月２８日（月曜日）午前中の３０分程度 

※ 時間等の詳細は、別途お知らせいたします。 

説明会への参加を希望する応募者は、「説明会参加申込票」を提出してください。「説明会参加申

込票」の提出方法及び受付期間は、次のとおりです。 

① 提出方法 

電子メールにて次の宛先に提出してください。 

E-mail：S0213204@section.metro.tokyo.jp 

なお、提出の際は、電話にて、東京都環境局地球環境エネルギー部環境都市づくり課担当まで

御一報ください（０３－５３８８－３５６６）。 

② 受付期間 

平成３０年５月２２日（火曜日）から同月２５日（金曜日）午後３時まで 

（２）質問の受付及び回答 

本要項の内容等について質問がある場合は、「質問書」（質問様式第１号）に必要事項を記入の上、

提出してください。「質問書」の提出方法及び受付期間は、次のとおりです。 

① 提出方法 

電子メールにて次の宛先に提出してください。 



E-mail：S0213204@section.metro.tokyo.jp 

なお、提出の際は、電話にて、東京都環境局地球環境エネルギー部環境都市づくり課担当まで

御一報ください（０３－５３８８－３５６６）。 

①  受付期間 

平成３０年５月２２日（火曜日）から同年６月５日（火曜日）まで 

質問に対する環境局からの回答は、随時、本事業に係る環境局のホームページに掲載します（個

別の質問者への文書、メール等による回答は行いません。）。 

 

６ 提案された事業対象設備等に関する審査等 

（１）審査方法 

応募者から提出された提案については、関係者で構成する「暑さ対策技術等の展示に係る審査委

員会」（以下「審査委員会」という。）を設置し、審査委員会において、当該提案の内容が実施条

件を満たすかについて審査を行います。 

審査の結果、事業会場における展示の場所の範囲、２（２）②ウの使用可能設備の条件等により、

実施条件を満たす提案全てを採択することができない場合にあっては、次表に掲げる項目及び内容

に基づき各提案を審査し、総合的に評価します。 

また、必要に応じて、提案の内容に関するヒアリング等を実施する場合があります。 

 

 審査項目 審査（評価）内容 視点 

１ 事業主体 
・財政的健全性 

・事業実施体制 

・財政的健全性はあるか。 

・事業期間にわたって業務を効率的かつ有効に実施でき

る体制を組んでいるか。 

・複数の事業者が共同で実施する場合にあっては、当該

事業者間における役割分担や責任の所在が明確にな

っているか。 

２ 設備 ・性能等 

・単体の技術又は技術の組合せが先進性を有している

か。 

・高い暑熱低減効果が見込めるか。 

・価格や設置等の容易さの観点から普及拡大が見込める

か。 

・意匠性が優れているか。 

３ 安全対策 ・安全への配慮等 
・利用者（特に障害者）に配慮しているか。 

・人体に悪影響を及ぼす恐れがないか。 

 

（２）審査結果の通知 

① 審査の結果は、応募者全員に対して書面により個別に通知します。なお、審査の経過等に関す

る問合せは一切受け付けません。 

② 審査の結果、本事業を実施するものとして提案が採択された応募者は、環境局と協定を締結し、



協定に基づき本事業を行うこととします。 

 

７ 著作権及び提出書類等の取扱い 

（１）応募者から提出された提案書等の著作権は、提出した応募者に帰属するものとし、提案書等の作

成に当たり第三者の著作権を使用等した場合の責めは、当該使用等した応募者に全て帰することと

します。 

（２）環境局は、応募者から提出された提案書等について、審査及び事業実施者の選定に必要な限度で

応募者の承諾を得ずに無償で複製又は使用をすることができるものとします。また、提出された提

案書等は返却しません。 

 

８ その他 

本公募に要する一切の費用は、応募者の負担とします。 

 

９ 本公募全般に関する問合せ先 

本公募に関する問合せは、次の担当まで電話又はファクシミリにてお願いします。ただし、審査の

経過等に関する問合せには応じられません。 

東京都環境局地球環境エネルギー部環境都市づくり課 

「暑さ対策技術等の展示」担当 

電話番号（直通）：０３－５３８８－３５６６ 

E-mail：S0213204@section.metro.tokyo.jp 

ファクシミリ番号：０３－５３８８－１３８０ 

 


